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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・インフルエンザ注意報が発令されているため、感染予防を徹底すること。利用者様で不調が有った場合はすぐにマスクの着用を促し、感染拡大予防に努めること。インフルエンザに罹患した場合は、発熱後5日間・解熱後2日間は出勤・通所をしないこと。
・個人情報に関するアンケートが小嶋SGMより各自に送信されているので、1/23（火）までに記入し返信すること。

・1/31（水）庶務の巡視があるので、環境整備を行うこと。2階スタッフトイレは月1回巡視前に確認すること。

・昨年行った満足度調査について、青陽館スタッフの態度や話し方についての意見が上がっていたので、1/23（火）のカンファレンスで話し合いを行う。

・休憩中の外出について、管理者（菅原AOMか小嶋SGM）に声をかけてから出かけるようにすること。

［研修］
・1/22　看護グループ内研修（対象：介護新人・初級スタッフ）
・2/6・9　第6回法人研修「成年後見と人権擁護」

・2/11　発達障害に関する研修：申し込みは各自で行うこと
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

[提出物]

・個人情報アンケート⇒1/23（火）まで

・1月月報⇒2/5（月）8：00まで

・1月経過録⇒2/7（水）までにアップロード

・評価：転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2月中に実施

＜青明者利用者様情報＞

・高山　英佐　様～1/17（水）体調は特に変わりないとのこと。デイケアの利用時間が長すぎると話している。11月に膝を悪くして、整形外科に毎日通院していたが、今は毎日の通院はしておらず、漢方薬の痛み止めを飲んでいるとのこと。仕事は去年まで十和田に通っていたが、今年から八戸にかわったが職場で不幸事があって、仕事始めは1/15（月）だったと話している。

・高柳　和子　様～1/17（水）定期訪問実施。気分の落ち込みはあるが、頓服を飲むほどではなかったとのこと。1/22（月）に眼科受診し、目薬をもらってくると話している。1/14（日）には類家のおばを訪問し楽しく過ごしてきた、デイケアにも休まず行けており、食事もバランスを考えて自炊しているとのこと。

・東海林　紀子様～1/17（水）来所しており、胃痛があって八戸赤十字病院救急外来を受診したとのこと。処方された薬を飲んだが、具合が悪くなり、別の内科を受診しそちらから処方された薬を飲んだらよくなったと話している。原因として、夫様や主治医から、空腹で飲酒すること、飲酒量が多いことを指摘されている。正月は500mlを3本だけ飲んだ、あまり飲めなくなったと話している。1/18（木）も来所し、短時間に500mlのコーラを2本とカップラーメンを食べており、食事に気をつけている様子は見られない。

・森田　清助　様～1/17（水）定期訪問実施。腰痛はよくなってきた、「ひので」の弁当はバランスが良いのでこれからも続けると話している。早い時間に掃除機をかけられないからと、部屋の掃除はしていないと話している。

・福井　彩　　様～1/20（土）来所している。アパートから実家へ行こうとしてバスに乗ったが、バスが混んでいたので途中で降りて寄ったと話している。当初は3月から実家に帰る予定だったが、2/1（木）から行くことにした。子供が生まれて1ヶ月位居る予定だが、2月に保健師の訪問があるので、その時はアパートへ戻るとのこと。また、薬の管理は今は夫様が行っているが、実家に行ってからは、母様や兄様が管理してくれると話している。

・平　京子　　様～1/21（日）定期訪問実施。体調は良い、デイケアは休んでいないと話している。1/26（金）眼科受診、2/12（月）は祝日プログラムがあり、作るのが嫌、お金がかかるのも嫌なので休むとのこと。土、日はツタヤに行き借りて来たDVDを見たり、読書をしている、食事はバランスに気をつけて、野菜も食べるようにしていると話している。

＜グープホーム利用者様情報＞

・冨田　紀子　様～1/20（土）、世話人が朝の訪問に行くが、居間におらず、本人の部屋からうめき声やドスンドスンという音が何度も聞こえたため、合い鍵で訪室、状況確認している。畳の上でうつぶせになった状態で発見され、意識はあるが、顎に内出血、口腔内の出血、体の震え、失禁あり、呂律が回らない状態であり、担当医へ報告し了承を得て市民病院へ救急搬送される。診断名は、外傷性気胸（右肺）、心房細動、肋骨骨折で、1週間の入院予定となっている。入院時、落ち着かない様子が見られていたが、1週間の入院と説明され落ち着いている。発生時間、原因は不明であり、本人は当時の記憶はないと話している。体温もかなり低く、体温計で計測できないほどであった。今後の経過をみて対応をしていくことになっている。

・船場　幸子　様～1/19（金）右脇腹痛があり、整形外科受診、右第10・11肋骨骨折と診断され全治3週間とのこと。対処は冷湿布とコルセットを使用しながら経過を見ていくことになったが、カイロを肌着に貼り付けコルセットをしているため、皮膚が赤くなり低温火傷を起こしそうになっている。本人に注意しているが同じことを繰り返しているため、朝の訪問時に世話人が確認している。デイケアでも入浴後などに声をかけてもらいたい。また、湿布も長時間張っていると皮膚がかぶれるため、交換を促してもらいたい。エアロビクスはしばらくは中止。デイケアに向かう途中の転倒による骨折であり、今後道路状況も悪化する恐れがあるため、送迎対応について検討して頂きたい。
・繁名　和恵　様～鹿内内科を受診しており、コレステロールが308とかなりの高値を示しており、食事に気を付けるように説明を受けている。
・古舘　ヨリ　様～1/22（月）眼科受診し、レーザー治療を受けている。治療に対する不安感が強まり、ビビっている様子がある。
・淡路　智恵子様～冨田紀子様が入院したことにより、精神面の体調変化が見られないか様子観察していく。
・田中　一　　様～1/15（月）の診察で、リスペリドン2㎎が追加処方となっている。睡眠は依然不安定で、脅迫行為も強まっている感じがすると話している。
・下妻　康貴　様～グループホームの同居人が、壁をドンドンすると青明舎へオンコールしている。その後、世話人を2回訪問し、同居人の体調を心配する発言が聞かれている。訴えはその日1日だけで、他の入居者にも尋ねるが、他の入居者はわからないと話している。
・番沢　政勝　様～1/22（月）歯科受診している。
・若松　邦生　様～1/16（火）夕食後薬を忘薬している。今週より、東奥朝日ソリューションに週5日通うことにしており、2月からはナイトケアの利用に切り替え、利用日は週3日、月・火・木の予定。1/18（木）に、特定相談員の森氏が受診同行している。忘薬が月に何回かあるため注射に切り替えていく予定と主治医より説明がある。今までも、就労すると、勉強があまり出来なくなり、イライラしてきて上手く行かなくなることがあった。サービス担当者会議が2/2（金）開催予定となっており、小嶋SGMが参加予定。
・村上　元道　様～A型就労施設利用が2/1（木）開始予定となっている。主治医が伊藤Dr．から窪田Dr．に変わったが上手く話せない、恋愛相談も恥ずかしくてできないとのこと。また、母様が弟様から虐待されていないか心配だと話し、アパート探しをしようとするが、自身も仕事が始まる時期であり、母様の生活保護担当者にお願いするよう助言している。被害的な言動は聞かれていないが、以前のテンションが高い状態から比較すると、先週末から落ち着いているような、落ち込んでいるような様子が窺える。
・坂本　秀男　様～1/30（火）、役場に行くのでデイケアを欠席する。
・大下　伸治　様～腰痛、不調があり、元気がないせいか、仕事の話も出て来ない4。パチンコに行ったことについて、診察で主治医より行かないようにと言われている。
＜利用者様情報＞
デイケア

・成田　早希　様～本人より架電があり、現在就労継続支援A型「クローバーズピア」で仕事をしているが、本日職場の朝礼の際に、今年の4/1からA型事業　が廃止となり、全てB型事業になると言われたとのこと。突然言われた為、今後どのようになるかわからないが、情報だけでも伝えておこうと思い電話をしたと話している。上記については特定相談員にも伝えており、1/25（木）にモニタリングを実施するとのこと。「どうなるかわからないから、ちょっと不安です」と話す為、本人の話を傾聴し、気になることや不安なことはすぐ相談しつつ、何か今後の方向性で決まったことがあり次第教えて欲しいことを伝えている。
・松倉　健一　様～定時に来所しておらず、電話連絡すると「準備して今から行きます」と答え電話を終えているが、13時時点で来所していない。
デイナイトケア
・馬渡　武光　様～来所時より、水を飲んでいることや氷を食べている様子が頻回に見られている。自主活動中にトイレから出て来ると、ズボンの股の部分をトイレットペーパーで押さえている。＜汚しましたか？>と尋ねると、「大丈夫」と話しているが、何度も擦っており、スタッフが確認すると濡れている様子があるため、更衣をするように伝えるが、拒否されている。青風荘スタッフに伝えようとすると「大丈夫だから」「話さないでけろ、怒られる」と話している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。
・大下　良悦　様～昼食後、他メンバーが座っていた席に座り、「コップ持って行って」と話すことやストーブの上にあるやかんを見て「半分」と水が減っていることを強い口調で話すこと見られている。スタッフ介入すると「普通ですよ」と話しており、自身では気にしていない様子が窺える。その後は、テレビのチャンネルを気にして何度もリモコンを触ること見られている。上記内容を青風荘に情報提供し、他者トラブルにならないように適宜介入していく。

・千葉　輝夫　様～昼食後に20分程トイレに入っており、トイレットペーパーが大量にポケットに入っているため、収集した様子が窺える。今後も引き続き様子観察を行っていく。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり、週末は飲水行為が多く見られており、外を気にする様子はなく、ホールで過ごしていたとのこと。デイナイトケアでは、コートを着て過ごしており、コート以外の上着を持って来ていないか尋ねると、「持って来ていない」と答えている。今後も所在確認を徹底し、様子を観察していく。
ナイトケア
・細谷地　与蔵様～確認事項があり妻様に電話をしている。お薬手帳を確認した際、腎不全治療のために通い始めた泌尿器科の今月分の受診シールが貼られていなかったため受診したかの確認と、本人様が来週からうみねこ幸房に食事発注しようとしているが家族様も周知しているかを確認を行っている。泌尿器科受診に関しては受診しておりシールを貼り忘れていたこと、本人様も受診には好印象を持っている様子であることを話している。食事発注に関しては、本人様が温かい食事を希望したため、妻様も了承し来週以降はうみねこ幸房での食事に変更したとのこと。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（若松　邦生　様）　

実施日：H30年1月22日（月）13：30～14：00

担当：戸賀沢

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	若松　邦生　様
	性別
	男
	年齢
	29
	生年月日
	S63.6.27

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	就労し、一人暮らしをする

	家族希望
	同上

	入院歴
	計　4　回（最終入院Ｈ28.12.1～Ｈ29.1.13）

	通所歴
	1回目：H29.1.27～現在　　（週5回：月・火・水・木・金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：グループホームあおめ
	家族構成：保護者は母で､治療に協力的。これまでの暴力行為の経緯により､父･姉との関係性は劣悪で､治療協力が困難

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	自立支援受給中（上限10000円）

	備考：事例検討に必要な情報を記載

H30.2.1より就労継続支援A型事業所東奥朝日ソリューション正式利用開始によりデイケア終了し、ナイトケア（月・火・木）利用開始となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労をし、一人暮らしの準備を行う。
	①イライラした時に自分で対処できる。
	①自分で対処できない時は、スタッフに相談することができる。
	①イライラした時に自分で対処できる。対処できない時は、スタッフに相談することができる。スタッフは相談をされたら、不必要に先にアドバイスをしない。一緒に原因や対処を考える。

	
	②働くためには自分の特徴や適性を知ることができる。
	②自分がどんな時やどんな場面に弱いのかを知る。
	②働くためには、適宜振り返りを行う。目標について、話し合いを自分から、申し出ることができる。スタッフは申し出があったら、話の内容を傾聴し、変更が的確であるか一緒に考える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①自分で対処できない時は、スタッフに相談することができる。
②自分がどんな時やどんな場面に弱いのかを知る。
	・対人関係で生じた不調によってデイケアを欠席することはなく、ストレス耐性は少しずつ身についてきている様子。
・12月、東奥朝日ソリューションを体験利用中に一時的ではあったが、他者と比較し自分の仕事の能力を低くみて落ち込み、体験利用を休むことはあった。欠席時には自ら施設に休みの連絡を入れており、1週間ほどで同様の訴えが聞かれることはなくなっている。
・グループホーム世話人からの情報にて、本人が比較していた相手が体験利用を辞めたことで、以降から問題なく体験利用を再開している。担当スタッフには前記に関する件については何も話すことなく体験利用を再開し正式採用が決定したことをデイケアに寄って報告している。
・11月より、夕食後薬を忘薬することが続いたり、頓服薬を2錠服用し、ふらつくことあり、1錠ずつ服用するように、また服用時スタッフにも声掛けするように説明していたが、服用後時間経過してから、「2錠飲んだ」と話してくること等あり。12月診察にて注射に移行することを勧められ、現在、服薬調整と注射を併用中である。
	・ストレスを感じた際に休むことや距離をとるという対処のみで対応しようとしており、自分自身の特性を振り返ることはない。また、自分自身の問題や弱点を自分から話すことがないことから、自身の特性や能力等について理解できていないことが考えられる。

・今まで自分の特性を理解できずに問題が生じることや、不調への対処ができないことがあり、仕事を継続出来なかった経緯がある。
・今後も目標計画を継続し、本人の苦手なことや特性を理解していくことが出来るよう関わっていく。また、不調への対処を確実に行えるよう、飲み忘れや服薬状況を確認して行き、正しい対処を行うことが出来るよう関わっていく。


【目標・治療計画（再検討）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労をし、一人暮らしの準備を行う。
	①イライラした時に自分で対処できる。
	①自分で対処できない時は、スタッフに相談することができる。
	①イライラした時に自分で対処できる。対処できない時は、スタッフに相談することができる。スタッフは相談をされたら、不必要に先にアドバイスをしない。一緒に原因や対処を考える。

	
	②働くためには自分の特徴や適性を知ることができる。
	②自分がどんな時やどんな場面に弱いのかを知る。
	②働くためには、適宜振り返りを行う。目標について、話し合いを自分から、申し出ることができる。スタッフは申し出があったら、話の内容を傾聴し、変更が的確であるか一緒に考える。


